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闘
屋
政
務
古
兵
談
に
、
侃
川
猟
左
衛
門
は
、
大
坂
耐
仰
の
時
削
指
門
陀
て

の
鎚
.
羽
山
也
平
凶
郎
官
抽
出
官
隼
人
古
屋
所
左
術
門
等
五
人
の
内
也
。

居
屋
敷
は
彦
三
一
帯
丁
出
と
あ
り
。

。
梶
川
調
左
衛
門
侮

梶
川
氏
の
子
孫
間
十
く
絶
え
た
り
し
放
に
、
共
の
履
出
町
鮮
か
な
ら
宇
。

元
和
寛
永
の
士
幌
医
、
御
使
番
七
百
石
梶
川
孤
左
衛
門
。
と
あ
り
。
=
一

州
志
に
は
.
二
千
石
流
氷
十
六
年
大
盗
品
吋
従
医
と
怠
る
。
此
の
子
政

馬
千
石
と
，
大
聖
寺
承
臨
二
年
の
土
絡
に
見
h
.
延
貧
二
年
以
来
梶

川
氏
見
え
や
'
。
大
見
守
に
で
も
断
絶
の
子
細
知
れ
宇
。
と
一冨
ム
。
弧

左
衛
門
は
、
微
妙
公
放
騰
の
時
鳥
銃
に
て
鷲
を
打
落
し
給
ム

E
.
只

一
人
行
き
て
抑

へ
た
る
背
中
、
ゐ
よ
ぴ
公
上
洛
の
時
、
日
野
岡
の
群
集

中
乞
食
を
万
の
む
ね

κて
打
倒
し
た
る
事
.
加
邦
銀
に
見
ゆ
。
叉
閣

胤
及
び
世
子
へ

、
太
閤
よ
り
宇
治
川

河
せ
き
の
誌
を
命
ぜ
ら
れ
し

時
、
小
姓
梶
川
長
助
と
去
ふ
入
、
村
井
長
明
銃
記
花
見
ゆ
。
禰
左
衛

門
の
岩
名
な
る
べ
し
と
い
へ
り
。
平
次
按
宇
る
に
・
信
長
記
医
、
天

正
元
年
七
月
袋
町
殿
謀
反
の
時
.
梶
川
菊
三
郎
と
一
苫
ふ
人
、
宇
治
川

の
先
陣
せ
し
事
見
h
、
同
四
年
天
王
苛
附
妓
攻
の
時
、
依
久
聞
が
与

力
拠
川
扇
三
郎
と
あ
り
。
赴
若
し
く
は
弧
左
衛
門
の
父
な
ら
ん
か
。

金
海
古
蹟
志
港
廿
入

弧
左
衛
門
は
、
閥
屋
政
務
の
古
兵
談
に
、
利
常
卿
の
御
仕
立
に
根
川

淵
左
術
門
と
い
ふ
者
あ
り
。
若
き
時
よ
り
御
用
に
可
v
立
者
と
傍
銃
共

い
ひ
、
利
常
卿
も
左
桜
K
被
白
山
召
-
け
る
か
、
御
品
胤
負
に
て
被
a
召
仕
↓

と
あ
り
。
さ
れ
ば
利
常
卿
の
時
よ
り
奉
仕
せ
し
人
左
る
事
い
ち
じ
る

し
。
然
れ
ば
利
家
卿
の
時
た
る
梶
川
長
助
は
、
彼
の
信
長
紀
に
見
h

た
る
梶
川
掬
三
郎
と
雨
入
陀
て
、
開
聞
左
衛
門
の
父
な
る
べ
し
。
文
孤

左
術
門
が
粧
品
を
抑
へ
た
り
と
の
俳
話
は
.
微
妙
公
夜
話
鍛

K
、
小
立

野
へ
放
騰
に
出
で
給
ム
庭
、
浅
野
川
の
河
原
に
鷲
の
居
た
る
を
鍛
治

陀
て
箆
ν
打
給
ふ
陀
、
河
原
を
羽
ば
た
宮
し
居
た
り
。
担
問
川
猟
左
術
門

二
三
間
も
あ
る
が
け
を
飛
下
り
.
鷲
を
捕
へ
て
御
前
へ
持
参
す
る

に
、
さ
せ
る
御
窓
も
な
か
り
け
り
。
夫
よ
り
十
年
許
後
.
保
利
伽
紘

峠
の
猿
が
馬
場
陀
て
、
先
年
根
川
捕
ま
衛
門
が
飛
下
り
た
る
が
け

は
‘
n正
程
も
あ
る
べ
し
。
能
〈
飛
ぴ
た
り
と
大
橋
又
兵
衛
へ
御
窓
あ

り
。
と
見
b
・
叉
京
都
日
野
岡
K
て
の
都
は
、
開
屋
政
春
古
兵
談
K
・

将
軍
家
御
上
格
の
時
.
利
常
卿
は
大
津
よ
り
京
都
へ
御
越
也
。
此
時

日
，岡
に
て
避
だ
群
集
し
.
往
来
成
り
雛
く
.
御
供
中
段

E
M聴
く
れ
ど

も
.
耳
に
も
不
一
ι
間
入
↓
時
に
根
川
剛
捌
友
術
門
刀
を
抜
書
.
乞
食
の
綴

成
る
者
を
刀
の
む
ね
に
て
討
倒
し
け
れ
ば
.
上
下
岐
部
と
心
得
紛
れ

九




